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【出願番号】特願2018-561492(P2018-561492)
【国際特許分類】
   Ｇ１０Ｌ  19/00     (2013.01)
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   Ｈ０４Ｎ  21/854    (2011.01)
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【手続補正書】
【提出日】令和2年5月21日(2020.5.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オリジナルの音声要素及びビデオ要素を有するコンテンツからプレゼンテーションを生
成する装置であって、
　前記コンテンツは複数のシーンを含み、各々のシーンは、音声特性を有する各々の環境
に関連しており、
　前記装置は、オーディオプロセッサ、オーサリングツール及びエンコーダを備え、
　前記オーディオプロセッサは、前記各々の環境を示す環境パラメータ及び前記音声要素
を受け、前記オーディオプロセッサは、前記環境パラメータの音響特性に基づいて、前記
オリジナルの音声要素を修正された音声要素に修正するように構成されており、
　前記オーサリングツールは、前記修正された音声要素及び前記オリジナルのビデオ要素
を受け、対応する符号化係数を生成し、
　前記エンコーダは、前記オリジナルのビデオ要素及び前記修正された音声要素を受け、
前記符号化係数に基づいて符号化コンテンツを生成する、ことを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記装置は、前記プレゼンテーションが提供される少なくとも１つの劇場に対応する劇
場音響パラメータを保存する音響メモリをさらに備え、
　前記オーディオプロセッサは、前記修正された音声要素を生成するため、前記劇場音響
パラメータを受けるように構成されている、ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記劇場音響パラメータを検知するように適応された音響環境センサをさらに備え、
　前記音響環境センサにより検知された信号は前記音響メモリに保存される、ことを特徴
とする請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記エンコーダは、ＶＲデバイスにおけるプレゼンテーションのために、ＶＲ（仮想現
実）符号化コンテンツを生成するように構成されており、
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　前記ビデオ要素は、仮想音響環境特性を有する仮想環境で少なくとも第１の仮想シーン
を定義し、
　前記オーディオプロセッサは、前記仮想音響環境特性を受けるように、かつ仮想シーン
のために構成された音声トラックを定義する係数を生成するように、構成されている、こ
とを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記第１の仮想シーンにおいて定義されたＶＲ環境を分析するように構成された環境ア
ナライザをさらに備え、
　前記環境アナライザは、音響メモリに保存するための仮想環境音響を生成する、ことを
特徴とする請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記エンコーダは、受け取ったコンテンツ及びＡＲデバイスにおけるプレゼンテーショ
ンのために現在の環境から得られたコンテンツに基づいて、ＡＲ（拡張現実）符号化コン
テンツを生成するように構成されており、
　前記ビデオ要素は、仮想及び現実のエレメントを有する少なくとも第１のＡＲシーンを
定義し、
　前記オーディオプロセッサは、仮想及び現実の音声要素並びに前記第１のＡＲシーンの
音響特性を受けるように構成されており、
　前記オーディオプロセッサは、前記第１のＡＲシーンの音響特性と一致するように構成
された音声信号の記述的係数を生成する、ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記オーディオプロセッサは、前記第１のＡＲシーンに関連する環境信号を含む音声信
号の記述的係数を生成する、ことを特徴とする請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　視聴者の現在位置に関連する現実環境を検出する現実環境検出器と、
　前記現実環境の音響パラメータを決定するように構成された音響環境検出器と、
　をさらに備える、ことを特徴とする請求項６に記載の装置。
【請求項９】
　前記現実環境検出器はＧＰＳを含む、ことを特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記現実環境検出器は、
　前記現在位置に関連するイメージを作成するように適応されたカメラと、
　前記音響パラメータを決定するために前記イメージを分析するアナライザと、
　を含む、ことを特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記現実環境検出器は、
　試験信号を生成するサウンドジェネレータと、
　前記サウンド検出器からの反響したサウンドを検出するように構成されたマイクと、
　を含み、
　前記音響環境検出器は、前記反響したサウンドを分析するように適応されている、こと
を特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　符号化されたプレゼンテーションを生成するための方法であって、
　複数のシーンを有するとともに、音声要素及びビデオ要素を含むコンテンツを受けるス
テップと、
　前記プレゼンテーションを含む局所的な環境の音響特性及び前記複数のシーンの１つの
仮想位置を決定するステップと、
　前記音響特性に基づいて修正された音声要素を生成するように前記音声要素を修正する
ステップと、
　前記ビデオ要素及び前記修正された音声要素の少なくとも一方に基づいて、符号化係数
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を生成するステップと、
　符号化されたプレゼンテーションを生成するように前記符号化係数を用いて前記コンテ
ンツを符号化するステップと、
　を含み、
　前記符号化されたプレゼンテーションは、前記ビデオ要素及び前記修正された音声要素
から導出される、ことを特徴とする方法。
【請求項１３】
　前記プレゼンテーションを劇場において提供するステップを含み、
　前記局所的な環境は前記劇場を含む、ことを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記プレゼンテーションは、パーソナルＶＲデバイスを用いた視聴者用のＶＲプレゼン
テーションであり、
　前記決定するステップは、前記プレゼンテーションにおいて仮想シーンの仮想音響特性
を決定することを含む、ことを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記音声要素を修正するステップは、付加的なサウンドを加えることを含み、
　前記付加的なサウンドは、前記仮想シーンに関連する音響環境に関連している、ことを
特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記プレゼンテーションは、パーソナルＡＲデバイスを用いた視聴者用のＡＲプレゼン
テーションであり、
　前記ＡＲプレゼンテーションは、仮想及び現実シーンエレメントを有するＡＲシーンを
含む、ことを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　前記決定するステップは、前記仮想シーンエレメントの仮想音響特性を決定することを
含む、ことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記決定するステップは、前記現実シーンエレメントの現実の音響特性を決定すること
を含む、ことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記音声要素を修正するステップは、前記音声要素に付加的なサウンドを加えることを
含み、
　前記付加的なサウンドは、前記仮想シーンエレメントに関連する音響環境に関連してい
る、ことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　前記音声要素を修正するステップは、前記音声要素に付加的なサウンドに加えることを
含み、
　前記付加的なサウンドは、前記現実シーンエレメントに関連する音響環境に関連してい
る、ことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　一実施例では、前記現実環境検出器は、試験信号を生成するサウンドジェネレータと、
前記サウンドジェネレータからの反響したサウンドを検出するように構成されたマイクと
、を含む。前記音響環境検出器は、前記反響したサウンドを分析するように適応されてい
る。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　本発明の他の態様において、符号化された３Ｄプレゼンテーションを生成するための方
法について説明する。前記方法は、いくつかの３Ｄシーンを有するとともに、音声及び視
覚トラックを含む３Ｄコンテンツを受けるステップと、前記３Ｄプレゼンテーションが存
在する局所的な環境の音響特性及び前記３Ｄシーンの１つの仮想位置を決定するステップ
と、前記音響特性に基づいて修正されたトラックを生成するように前記音声トラックを修
正するステップと、符号化された３Ｄプレゼンテーションを生成するように、前記音声空
間パラメータに少なくとも部分的に基づいて符号化係数を用いて前記３Ｄコンテンツを符
号化するステップと、を含む。前記符号化された３Ｄプレゼンテーションは、視覚要素及
び音声要素を含む。音声要素は、前記修正された音声トラックから導出される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　ＡＲについて、展開される一つ又は複数のビデオトラッキングマップは、コンピュータ
ビジョンなどのＨＭＤに含まれる深度検出手段又はモーショントラッキング、オブジェク
ト又は顔認識ソフトウェア、加速度計、高度計、ＧＰＳ受信機、電子テープメジャー、レ
ーザ距離計、レーザ又はデジタル音声測定装置、又はジャイロセンサから生成され得る。
トラッキングマップは、ＡＲオーバレイ、又は、音声位置調整を含む、ＡＲオブジェクト
又はグラフィックと現実世界オブジェクトとを混合したものを生成するために用いられ得
る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　ある例では、関心の対象であるオブジェクトの音声位置及び視覚位置が対応し、音声及
び視覚オブジェクトの双方のための３Ｄ空間情報が記録され、これにより、音声オブジェ
クトが関心の対象である視覚オブジェクトにマッピングされ得る。本発明の一実施例では
、深度位置（例えば、Ｚ軸に沿った位置）だけが付与される。他の実施例では、３Ｄ体積
における音声オブジェクトの位置（例えば、全ての３軸Ｘ，Ｙ及びＺに沿った）は、任意
の視覚オブジェクトの位置から離れて付与される。図１Ａを参照すると、コンパレータ１
００は、音声及びビデオトラッキングマップを受け、当該マップが収束しているかを判断
する。単一の視覚オブジェクト及び単一の音声が存在する場合、上記の判断は単純である
。しかし、マルチ視覚オブジェクト及びマルチ音声オブジェクトが存在する場合、各々の
音声オブジェクトを各々の視覚オブジェクトに割り当てるため、手動制御又は他の手段を
用いてもよい。特定が完了すると、構成要素１０３により音声及び視覚オブジェクトを常
に追跡するために、自動トラッキングソフトウェアが提供される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００５８】
　ステップ１７０では、関心の対象である音声オブジェクトが視覚オブジェクトに関連付
けられているかについての確認が行われる。関連付けられている場合、ステップ１８０に
おいて、対応する視覚オブジェクト（俳優Ａ，Ｂ）の位置が連続的に追跡され（ステップ
１８０）、対応する音声キューが生成される（ステップ１９０）。音声オブジェクトが、
視覚オブジェクトに対応していない（例えば、俳優Ｂが最初の位置にいるか、俳優Ａが位
置Ａ１にいる）場合、遮られたオブジェクト、スクリーン外のオブジェクト又は隠れたオ
ブジェクトに適用可能な特定の規則を用いて種々の計算が行われる（ステップ２００）。
例えば、隠れたオブジェクト（例えば、壁の後ろで動く俳優）の動きは、対応する音声オ
ブジェクトを生成するために補間され使用され得る。この時点において、以前に受けた環
境パラメータに基づいて、付加的なサウンドエフェクトが得られる。ステップ２１０にお
いて、音声及び視覚パラメータはオーサリングツール２２に提供される。例えば、位置キ
ュー（一次元、二次元又は三次元における）が音声要素に付加され得る。代替例として、
音声３Ｄポジションマップ、テーブル又は他の便利な形態として表示される音声キューが
別のフィールドに提供される。また、新たなサウンドエフェクトがオーサリングツールに
提供され、これにより、ステップ２２０において生成された係数は、各々の音響環境に応
じて修正されたサウンドトラックを定義する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　次いで、オーディオプロセッサ２１は、ログ２０及び／又はアナライザ３０から得られ
る情報並びに手動又は自動で生成された付加的な制御信号及び環境パラメータを使用し、
関心の対象である種々の音声オブジェクトの位置を定義する一セットの音声パラメータを
生成する。これらの音声パラメータは、オーサリングツール２２に提供される。また、オ
ーサリングツールは、各々のフレーム又は一群のフレーム又は視覚オブジェクトの位置に
関する対応するビデオ情報を、ビデオプロセッサ２３から受ける。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　一実施例では、エンコーダ７０は、深度知覚キューを用いて音声信号を修正するだけで
なく、関連のある逆変換を含むメタデータを作成する。これにより、下流側の信号プロセ
ッサ（図示せず）は、２Ｄ視聴用にオリジナルの（又は、プロセスに損失がある場合には
オリジナルに近い）最適化されていないデジタル３Ｄ映画音声ストリームを導出すること
ができる。第２の符号化３Ｄコンテンツとともにメタデータが保存される。
【手続補正９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６Ｂ
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６Ｂ】

【手続補正１０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６Ｃ
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【図６Ｃ】
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